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ら
は
、
テ
ー
マ
の
検
討
、
掲
載
文
の

作
成
、
挿
し
絵
の
手
配
、
レ
イ
ア
ウ

ト
に
至
る
ま
で
を
地
域
代
表
、
学
校
、

福
祉
団
体
、
商
工
観
光
団
体
か
ら
選

出
さ
れ
た
作
成
委
員
が
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
健
康
推
進
だ
け
で

な
く
、
地
域
内
外
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
全
般
・
各
種
検
診
日
程
・
ゴ
ミ
収

集
日
・
学
校
行
事
な
ど
を
カ
レ
ン

ダ
ー
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。
事
業
の

Ｐ
Ｒ
と
積
極
的
参
加
・
事
業
開
催
日

の
重
複
防
止
を
図
る
な
ど
地
域
全
体

の
掲
示
板
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
見
や
す
さ
も

手
伝
っ
て
非
常
に
好
評
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度

版
は
、
挿
し
絵
の
部
で
地

域
内
の
小
学
生
に
も
参
加

し
て
も
ら
い
、
よ
り
親
し

み
や
す
い
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
マ
ン
ガ

絵
ぶ
た
ま
つ
り
で
す
。
川

上
地
域
を
代
表
す
る
事
業

で
し
た
が
、
以
前
は
、
ま

川 
上
地
域 
ま
ち 
づ
く
り
協
議
会

　

川
上
地
域
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
設
置
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
事

業
が
単
発
で
終
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
が
か
か
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
連
携
が
よ
り
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
代
表
的
な
事
業
が
「
み
ん
な

で
作
る
ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
作

成
事
業
」
で
す
。
合
併
前
に
は
、
健

康
推
進
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
行
政
が
先

導
す
る
形
で
の
作
成
で
し
た
。

　

協
議
会
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
か

つ
り
に
対
し
て
絵
ぶ
た
の
制
作
グ

ル
ー
プ
以
外
の
か
か
わ
り
が
薄
く
、

地
域
全
体
の
盛
り
上
が
り
は
今
ひ
と

つ
で
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
取
り
組

み
始
め
て
か
ら
は
、
制
作
グ
ル
ー
プ

へ
の
各
地
域
協
議
会
長
の
激
励
訪
問

や
、
運
営
会
議
へ
の
参
画
、
さ
ら
に

は
、
ま
つ
り
を
通
じ
て
川
上
地
域
出

身
者
の
会
と
の
交
流
活
動
の
実
施
な

ど
、
ま
つ
り
を
核
と
し
た
多
方
面
へ

の
広
が
り
を
見
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
の
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

地域全体で取り組む「マンガ絵ぶたまつり」

 
み
ん
な
の
力 
で

地
域
づ
く
り

地域の情報が詰まった
まちづくりカレンダー

　川上地域まちづくり協議会

は、地域住民皆さんの意見が

取り入れられやすく、また事

業効果がまんべんなく行き渡

るよう、地域協議会代表はも

ちろん、商工会・観光協会・

女性団体・老人会・ＰＴＡ協

議会などまちづくりに関連す

る団体の代表の方を委員とし

ています。

　これは、全住民がまちづくり事業にかかわりを持ち、

本事業が豊かな暮らしづくりに役立っていることを実

感していただける仕組みづくりを行うためです。

　これにより各事業において、それぞれが何らかの役

割を担い「自分たちのまちは自分たちの手で創る」と

いう意識高揚につながることを目指しています。

全員参加のまちづくり

川上地域
まちづくり協議会

会長　浅野 一彦 さん
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り
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
を
狙
い
と

し
て
お
り
、
今
年
で
２
年
目
の
取
り

組
み
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
京
都
の
大
学
に
通
う

３
年
生
・
男
女
２
人
が
８
月
２
日
か

ら　

日
間
滞
在
し
ま
し
た
。
農
家
に

１７
宿
泊
し
ト
マ
ト
や
ピ
オ
ー
ネ
の
農
作

業
、イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
、デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
の
交
流
、
西
山
高

原
レ
ジ
ャ
ー
施
設
で
の
接
客
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
研

修
最
終
日
に
は
、
学
生
ら
が
こ
う
し

た
体
験
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
や
地

域
活
性
化
の
た
め
の
提
言
を
す
る
報

告
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

秋
に
は
祭
り
や
備
中
神
楽
を
見
る

た
め
に
学
生
ら
が
再
訪
し
、
夏
に
お

世
話
に
な
っ
た
農
家
の
方
々
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
地
域
住
民
か
ら
も
盛
大

な
歓
迎
を
受
け
、
彼
ら
に
と
っ
て
も

備
中
が
第
２
の
ふ
る
さ
と
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　

短
期
間
の
研
修
で
す
が
、
外
部
の

人
が
地
域
に
入
る
こ
と
で
地
域
は
一

時
的
な
が
ら
も
元
気
に
な
り
ま
す
。

農
村
を
全
く
知
ら
な
い
学
生
か
ら
見

備
中 
地
域 
ま
ち 
づ
く
り
協
議
会

　

備
中
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は

若
者
の
地
方
体
験
交
流
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
都
市
圏
で
暮

ら
す
大
学
生
ら
が
、
専
門
的
知
識
等

を
地
域
の
中
で
考
え
直
し
た
り
、
自

ら
の
見
聞
を
広
め
る
機
会
を
得
る
も

の
で
す
。
さ
ら
に
、
農
村
生
活
体
験

を
通
し
て
地
域
の
人
た
ち
と
意
見
交

換
を
す
る
こ
と
な
ど
で
、
地
域
づ
く

た
地
域
へ
の
提
言
は
と
て
も
新
鮮
で
、

改
め
て
田
舎
の
良
さ
を
再
発
見
す
る

こ
と
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
関
東
の
学
生
４
人
を
農

家
で
受
け
入
れ
、
昨
年
と
は
違
う
地

域
で
の
交
流
も
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
毎
年
、
研
修
・
交
流
を
行

い
、
継
続
す
る
こ
と
で
、
備
中
地
域

を
都
市
部
か
ら
応
援
し
て
く
れ
る
備

中
フ
ァ
ン
が
一
人
で
も
多
く
増
え
、

こ
う
し
た
都
会
に
住
む
人
た
ち
と
の

定
期
的
な
交
流
や
情
報
交
換
が
互
い

の
刺
激
と
な
り
、
地
域
の
活
力
を
生

み
出
す
足
が
か
り
に
な
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。 

研修後行われる学生らによる報告会

都
市
の
若
者
と
の

交
流
事
業

　合併後の急激な変化を避

けながら新市としての新た

なまちづくりを進めていく

ことが大切です。

　しかし、住民主体の活動

は、これまで築き上げた地

域文化や人間関係を壊すこ

となく前向きに取り組んで

いけるサポート体制が必要

です。

　備中地域まちづくり協議会では、住民主体で行

われるこれまでの事業を支援しながら、さらなる

活力の創出と交流を広げ地域の活性化を図ってい

きたいと考えています。

さらなる活力の創出と交流を

備中地域
まちづくり協議会

会長　村上 隆義 さん

研修で深まる学生との交流

特集　まちづくり協議会の取り組み


